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今号の表紙は近畿大学キャンパス内で見られるいくつか

の風景で構成してみた。

（向かって左上写真）近畿大学西門の一部である。事実

上、本大学正門の役割を果たす高さが優に建物４階分はあ

るアーチ状のこの門は煉瓦造りで、1979年に完成した。

毎日丹念に一段一段煉瓦が積み上げられていった様子が懐

かしく思い出される。完成当初はその壮大さに周りの景色

がついていけなかったが、いつの間にか周辺の人々にも親

しまれ、今や近畿大学の象徴的な建造物になっている。写

真はその一部分を撮ったもので、まるでヨーロッパの街角

のようである。

（向かって右上写真）Ｂ館２階の東側の大きな窓からＥ

キャンパス庭園を望んだ風景で、紅葉している樹木が美し

い。窓の内側に設けられた長椅子が、講義の合間に季節の

移り変わりにつれて、その彩りを変化させていく木々を見

ながら思索するのに絶好の場所となっている。

（向かって左下写真）本学に文芸学部が創設されてから、

その教員や学生の作品がキャンパスに置かれるようになっ

た。数年以上前から本館の前の庭に静かに佇んでいるこの

オブジェは文芸学部の柴清文先生の作品で、今ではすっか

りキャンパスの風景に溶け込み、知らぬ間にわれわれの心

を豊かにしている。

（向かって右下写真）昨年、建造されたばかりのE3（e-

cube）、英語村の前景である。E3（e-cube）にはネイティ

ブスピーカースタッフがいて、この村を訪れた学生や教職

員との会話の相手をしている。この村ではもちろん日本語

は通用しない。英語で考えそれを英語で表現しなければな

らない近畿大学の新しい空間である。経済学部の学生は教

室で学習した英語をここで試せばよい。かつて日本画家、

東山魁夷はパリのコンコルド広場を描いたときに、この広

場の最も目立たない存在である椅子のもつ多彩な表情に驚

き、その椅子たちにパリの心を語らせていたが、E3（e-

cube）前のテラスの４脚の赤い椅子からも生き生きとし

た楽しい語らいが聞こえてくるようだ。これらの４枚の写

真撮影は経済学部事務部の田中弘光氏によるものである。

中村　進（なかむら・すすむ　経済学科教授）

新
任
教
員
紹
介

経済学部の刊行物

『生駒経済論叢』（年３回刊行） 『ハンティング・エピステーメー
─経済学への誘い』（年１回刊行）

『経済学部・大学院経済学研究科
英文パンフレット』

『生駒便り』第１号（年１回刊行）

『生駒便り』第２号 『生駒便り』第３号

『生駒便り』第４号
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